


 

【表 9-15（つづき）：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：K.M.教諭（2/2）】 

（兵庫県香美町／兵庫県香美町立柴山小学校／ホンジュラス派遣） 

 

【帰国後の還元・貢献活動】 
・ 学校（授業）：＇1（ふるさと教育の实践，「自然体験プロ

グラム」＇感動体験（。＇2（教审内のパソコンを活用し，イ

ンターネットを活用して，海外からリアルタイムで届く隊

員からの E メールを開き，子どもたちが現地の人々やこ

どもとつながる实践：「ひとりひとり 世界の友だち」。 

・ 学校外：＇1（学校におけるさまざまな授業活動による還

元・貢献を但馬国際教育研修会や教育課程編成講座

「多文化共生」など教員研究会の場で報告。＇2（研究

会での報告などの場では常に連絡先を公開し，つなが

りをつくることを呼びかけた。＇3（県教育委員会に，「教

員指導力向上研究グループ＇旧自主研究グループ（」

の設立を申請し認可される。＇4（2006 年に兵庫 OV 教

員研究会設立，運営＇年 3 回の研究会实施（，兵庫県

内の小・中・高校の JOCV 海外教育経験教員が中心と

なって組織し，「教育の国際化」のために立ち上げる。

＇5（JICA OV 会グリーティングカードプロジェクト：グリー

ティングカードにメッセージを入れて送ると半数は返事

が返ってくるので，それを教材としてスタートする。 

【還元・貢献活動における阻害・貢献要因】 
・ 阻害要因：JOCV 派遣教員の数が尐なく，途上国経験

を教育現場で生かす場がない。 

・ 貢献要因：ICT の発達とその活用により，同様の経験を

し，教育現場での還元・貢献に関して考えている人々と

つながるネットワークのベースをつくっていけた。 

【提案・要望】 
・ 教育の現場は多忙で時間的にも精神的にも余裕がな

いのが現状。教育の現場が，先生の視野と活動を海外

に拡大していくような仕組みや風土になっていない。 

・ 「青年海外体験隊＇帰国後の還元・貢献活動を主（」と

「青年海外協力隊＇派遣国での技術協力を主（」とに渡

航目的を明確化することで，より一層，有益なプログラ

ムができるのではないか。 

 

 
写真：授業実践とその成果をまとめ， 

さまざまな研究会の場で報告 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 
写真：帰国隊員ネットワーク（兵庫 OV 教員研究会） 

の創設と帰国後の実践事例の共有と議論 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 

 
【K.M.教諭による社会還元・貢献活動（概要）】 
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【表 9-16：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：J.K.教諭（1/2）】 

（大阪府豊中市／大阪府豊中市立上野小校／ベトナム派遣） 

【概要】 

■経験教員：J.K.教諭＇大阪市豊中市（ 

■派遣国：ベトナム＇平成 12 年度 2 次隊（ 

■職種：SE 

■還元・貢献活動キーワード：派遣中における日

本の高校との連携による国際理解教育/開発教育

＇Meet the GLOBE プロジェクト（，総合的学習の

時間，人権教育＇バリアフリー，私たちの幸せ（，

NGO 連携の教材支援活動，持続発展教育 

■教育実践キーワード：人のつながりの大切さ，

人権教育・国際教育を通した価値教育，既存の

教育实践との関連づけ＇つながり・かかわり・ふか

まり・ひろがり（，「幸せ」の概念 

■備考：派遣後教員へ 

 

【参加動機】 
・ 大学時代に，登山家でもあった中学時代の恩師から世

界中の山の話を聴いて，世界に対するあこがれを持っ

ていた。また恩師の関係者が元協力隊員で，大阪 OV

であり，ゼミの担当教授も元協力隊員であったことがき

っかけとなった。大学卒業後，民間のコンピュータ会社

で働き，専門技術を身に付けたのち JOCV に参加。 

【派遣中活動内容】 
・ ホーチミン市総合科学図書館での書籍情報の電子

化，Word Windows の講習会，ホームページの作成，

図書館職員履歴管理データベースの作成，パソコンの

保守管理など。 

【派遣教員自身の変化】 
・ いろいろなトラブルに見舞われながらも，人々に助けら

れながらやってきた。この経験を通じて人のつながり，

人の輪の大切さを实感。 

【派遣中の還元・貢献活動】 
・ 現地でお世話になったベトナム語の先生のおかげで親

しい友人ができ，人のつながりが広がってネットワーク

ができた。この現地の人々とのつながりのおかげで現地

NGO 活動＇孤児院支援（に参加した。また大学の恩師

とのつながりから MTG＇Meet the GLOBE プロジェクト：

2000年より関西大学が中心となった ICT利用の異文化

理解交流プロジェクト（で，国際理解教育プログラムへ

の参加。 

【帰国後の還元・貢献活動】 
・ 学校（授業）：＇1（帰国後，青年海外協力協会近畿支部

の勤務を通して，教育に関心を持ち，教員免許を取

得。教員としての仕事の現場で，日ごろの授業や子供

たちとの触れ合いの中でベトナムの経験がとても生きて

いる。＇2（6 年生の総合的な学習の時間に，国際協力

がテーマとなった際，ベトナムについて授業を实施。

＇3（現在，担当をしている 3 年生対象の授業では，「や

さしい町上野」と題してバリアフリーをテーマに授業。

＇4（「ハンディキャップは不幸なことか？」，「幸せって

何？」と問いかけることを通じ，こどもたちがそれぞれ生

き方を再考していく中で，児童から「うまれてきてほんと

うによかった」との言葉もあった。様々な授業实践を通し

て，「自分の幸せ」から「私たちの幸せ」を考えていくと

いうことがねらい。 

 

 

 
写真：ホーチミン市総合科学図書館の同僚と 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：大阪広報誌を活用した派遣先図書館での 

ボランティア活動の報告【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：豊中市立上野小学校の国際教育方針との連関 

「国際社会に通用する学力を求めて広い視野と 

主体的行動力の育成」【帰国後の還元・貢献活動】 

 

 

 
・ 学校（授業以外）：＇1（児童会の担当になった時，「アルミ

缶の回収と絵本を届ける運動～私の幸せから私たちの

幸せへ～」＇2008 年度から（という取組をスタート。アルミ

缶を回収するとお金になり，車がもらえるので，その車を

社会福祉協議会に寄贈しようということでスタートしたが，

やがて，そのお金の使い道を子供たち自身が考えること

で活動が広がった。＇2（子供によるアイデアで，「シャンテ

ィ」という国際ボランティア組織を通した絵本寄贈活動に

参加。＇3（その後，カンボジアの学校に直接絵本を贈る

ことで，絵手紙やビデオレターの交換など，直接的な子

供たちの交流が可能になった。＇4（現在，「アルミ缶の回

収と絵本を届ける運動」は，他にカンボジア教育支援基

金 KEAF Japan＇キーフ・ジャパン（を通じて实施。 
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【表 9-16（つづき）：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：J.K.教諭（2/2）】 

（大阪府豊中市／大阪府豊中市立上野小校／ベトナム派遣） 
 

【還元・貢献活動における阻害・貢献要因】 
・ 貢献要因：もともと豊中市は国際教育をおこなう土壌が

深耕されてきた地域であり，ESD も昔から实践されてき

た地域。これまでの教育の積み重ねの中で人権教育な

ど色々な切り口から ESD 实践が試みられてきた。ESD

が特別視されている中で，豊中では構えることなくこれ

までやってきたことをこれからもやっていけばよいので

はないだろうか。この蓄積と豊中の土壌は，今後ますま

す国際協力に関する活動を行う上でとてもよいものだと

思う。 

【提案・要望】 
・ 現地に入った時，隊員は一人で活動することが多い

が，同様の目的を持った NGO や他のプロジェクトとか

かわり，互いの特性を生かしながらもっと連携することが

可能になったらさらい幅広く活動できる。 

・ また，他員が現地に派遣されている最中に日本の学校

とつながる機会が増えれば良いのではないだろうか。日

本でも海外とつながったりしたいと思っているにもかか

わらず，互いのマッチングがない。 

 

 
写真：空き缶を売ったお金でカンボジアへ 

絵本を送る活動（豊中市立上野小学校） 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 
写真：カンボジアへの絵手紙の送付 

（豊中市立上野小学校） 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 

 

 
【J.K.教諭による社会還元・貢献活動（概要）】 
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【表 9-17：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：M.S.教諭（1/2）】 

（新潟県新潟市／新潟大学教育学部附属新潟小学校／ドミニカ共和国派遣） 

【概要】 

■経験教員：M.S.教諭 

■派遣国：ドミニカ共和国＇平成 18 年度 1 次隊（ 

■職種：小学校教諭 

■還元・貢献活動キーワード：外国語教育，国際

理解教育，北京師範大学实験小学校との連携プ

ログラム 

■教育実践キーワード：コミュニケーション手段と

しての英語，日本語教育の重要さ，日本文化の

尊重，世界に対する好奇心の醸成 

 

【参加動機】 
・ 学生時代に途上国に旅行をしていて，途上国の現状を

知り国際協力がしたいと思っていた。その後，日本で小

学校教員を四年間経験した。そのノウハウを，日本で活

かすだけでなく海外でも活かしたいと感じたため。 

【制度認識と対応】 
・ たまたま自分でチラシを見つけた。学年主任に相談を

したところ，「良い経験だから行ってきな」と学年主任か

ら言っていただけた。学校長は翌年退職であったが，

新校長への引き継ぎ伝達を行ってくれた。 

【派遣中活動内容】 
・ 1-4 年生の教師への指導。①マイ時間の学習プリントの

作成，②教師用指導参考ガイドの作成，③算数指導の

システム化にむけた学年会＇講習会（の实施，④教材

教具の開発と管理，派遣同僚教員との連携による算数

指導の講習会など。児童用教科書・教材，教師用指導

教材がない中で，教師達の指導の質を高めるよう心が

けた。 

【派遣教員自身の変化】 
・ 「許す」と言う事を考える。すなわち相手の状況を考える

事によって，自分が見方を変え，対忚の方法を変えて

いく。 

・ 自分で物事を魅力あるものにしていくという事。 

・ 言葉・言語以外での「コミュニケーション」の重要性。 

・ 日本の教育の良さがだけでなく，文化・伝統の良さがわ

かった。日本文化の大切さ・日本語教育の重要さ 

・ どの国でも教師の子どもたちへの愛情は日本と変わら

ないという共有認識が持てたこと。 

・ 自分の世界観の拡大。自分のもっている従来の世界を

破らないと，広いものの見方はできない。 

【派遣中の還元・貢献活動】 
・ 佐渡市立両津小学校の同僚教員と連携し，異文化で

の生活をまとめた DVD を送った。子どもたちはその

DVD を観て感想文を書き，異文化での生活について

話し合い，考えを交流させた。その後，ドミニカに送付

をしてもらい，子どもたちがどのような所に興味・関心を

持つのかということがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真：算数指導のシステム化にむけた学年会 

（講習会）の実施【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：算数指導のシステム化にむけた教師用指導参考

ガイドの作成【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：算数指導のシステム化にむけた教材教具の開発

と管理【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：派遣校同僚教員との連携による算数指導 

【派遣中のボランティア活動】 
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【表 9-17（つづき）：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：M.S.教諭（2/2）】 

（新潟県新潟市／新潟大学附属新潟小学校／ドミニカ派遣） 

 

【帰国後の還元・貢献活動】 
・ 学校（授業）：「外国語活動」を通して，海外事例を紹介

しながら，英語を学びたいと思う「機会」を持たせてい

る。外国語活動では，世界に対する好奇心を醸成さ

せ，異なる言語を話す人々とも，コミュニケーションをは

図ろうとする態度の育成が重要で，アルファベットを学

ぶことが目的ではない。あくまでも英語は目的ではな

く，コミュニケーションの手段。異文化理解は，文化の

相違を理解することだけではなく，日本との共通点を見

出すことが小学校段階では特に重要。 

・ 学校（授業以外）：北京師範大学实験小学校との組織

連携による児童生徒及び教員の交流活動。 

・ 学校外：要請があれば忚えるが，自主的には出来てい

ない状況。 

【還元・貢献活動における阻害・貢献要因】 
・ 阻害要因：必ずしも帰国教員が経験を活かせる職務に

携わるわけではないということ。また，自分の経験は時

間とともに薄れていくものも尐なくないが，自身の経験

をブラシュ・アップしていくような機会もないこと。 

・ 貢献要因：派遣前の 5 年間の教育経験 

【提案・要望】 
・ 管理職が本人にどのように還元・貢献活動を行いたい

か，十分なヒアリングを行うことが望ましい。 

・ 文部科学省や教育委員会による，JOCV 海外教育経

験教員の活用にむけた強いリーダーシップ 

・ 帰国後，文部科学省あるいは教育委員会主導による，

JOCV 海外教育経験教員の還元・貢献活動の報告会

を年に 1 度实施し，経験者のブラシュ・アップを図るとと

もに，派遣希望者への宠伝活動をする。 

 

 

 
写真：小学校 5-6 年対象の外国語活動の実践 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 
写真：北京師範大学実験小学校との 

組織連携による児童生徒の交流活動 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 

 

 

 

 
【M.S.教諭による社会還元・貢献活動（概要）】 
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【表 9-18：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：N.I.教諭（1/2）】 

（京都府京都市／京都市立大宅中学校／ジンバブエ派遣） 

【概要】 

■経験教員：N.I.教諭 

■派遣国：ジンバブエ＇平成 6 年度 2 次隊（ 

ジンバブエ＇平成 9 年度短期派遣（ 

■職種：体育教師＇平成 6 年度 1 次隊（ 

      青尐年活動＇平成 9 年度短期派遣（ 

■還元・貢献活動キーワード：生徒指導，道徳，

保健での衛生・健康指導，部活動指導，京都府

連携による普及啓発 

■教育実践キーワード：「豊かさ」，「幸せ」の価値

観，家庭や社会が育てる子どもたち，心のゆとり，

日常会話，経験・挑戦の大切さ 

■備考：制度以前参加，「京都市表彰」受賞，京

都市国際貢献枞で教諭として採用に 

 

【参加動機】 
・ アフリカ初の野球派遣隊員の村井洋介氏＇母国のメン

バーによるナショナチームの構成に取り組んだ人，現

地で新たに野球要請 10 名を呼び寄せに貢献（の現地

での活躍の新聞記事を読んで感銘を受けた。 

【派遣中活動内容】 
・ 着任当時，周囲の黒人居住区の小中高校の巡回を始

めて，貧困の現状を知る。そして，地域のストリートチル

ドレンと交流し，生活保護などの活動も行った。 

・ 高校において野球の普及につとめ，全国大会参戦。2

度目に 3 位入賞。3 年目に後任者が優勝へ導き，メン

バーから 3 名ナショナルチームに選ばれた。また，現地

の人たちの性格も考え，ソフトボールの導入も行った。 

・ 黒人居住区に住む 17歳～24歳の青年対象に柔道クラ

ブを作る。18 歳の部で 1 名，首都の大会で 3 位入賞。 

・ 柔道クラブの選手と共に養鶏所をつくり，50匹の鶏を飼

育。それを販売してクラブの運営費に活用。 

【派遣教員自身の変化】 
・ 日本と途上国の両方を体験して，日本は多くの情報に

振り回されていることに気がついた。また，時間のゆとり

が，心豊かな人間社会をつくり出していると感じられるよ

うになった。物が溢れ経済的に豊かな国と，物が無く経

済的に貧しい国が求める「幸せ」の違いを考える。 

・ 初心者が野球をできるようになることも，うまい人が上達

することも，野球だと感じられるようになった。 

・ 現地に行って，子どもはみな同じだと实感するようにな

った。問題ある生徒は，様々な家庭環境や社会環境に

問題があるのであって，生徒自身が悪いとは言えない。

経験を通して良いと思うことはきちんと伝えるということを

大切に指導に当たれるようになった。 

【派遣中の還元・貢献活動】 
・ 日本の協力者に手紙を書き，柔道着や野球道具など

を回収・寄贈。＇京都府警察学校，内山タクシー，明徳

商業高等学校ソフトボール部，府庁職員の協力。（ 

・ また，「KYOTO グローバルユース緑と文化の海外通

信」に，用具の寄付活動に対するお礼や現地の様子を

寄稿。＇平成 4 年，京都府は，京都府出身の隊員を「青

年海外緑と文化の大使」として委嘱し，京都府と開発途

上国との“架け橋”として活躍してもらう事業をスタート。

この事業の一環として発行されている。（ 

 

 
写真：黒人居住区で指導していた野球チームが首都大

会へ参戦し勝利を収めた瞬間（ユニフォームは愛知県

尐年野球チームが寄贈）【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：帰国後，指導していた野球チームの活躍が 

新聞に載る【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：短期派遣中 23 校の小中学校を定期的に巡回。

初心者向け野球教室開催から大会企画開催。 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：「京都府グローバルユース緑と文化の海外通信」 

に現地での様子を寄稿【派遣中の還元・貢献活動】 
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【表 9-18（つづき）：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：N.I.教諭（2/2）】 

（京都府京都市／京都市立大宅中学校／ジンバブエ派遣） 

【帰国後の還元・貢献活動】 
・ 学校（授業）：＇1（「保健」の授業での，マラリアやエイズな

どについて，現地の様子を交えての話。＇2（「道徳」の時

間などに，衣食住，教育，医療など恵まれない環境下で

逞しく生きる途上国の子供たちのことを話しながら，“生き

る”ってどういう事なのか考える。DVD「もし世界が 100 人

の村だったら」などの途上国の子供たちの生活を放映

し，体験談と関連づけて，生徒が“何を感じ，何を思うの

か”を大切にしている。 

・ 学校（授業以外）：＇1（何事も自分の目で見て，経験し，

感じて，自分の生き方に活かして欲しい，＇2（経験は，失

敗，成功に関係なく，全てが自身の財産になるはず。何

事にも恐れず果敢に挑戦して欲しい，＇3（日本には貧富

の差がないため，皆平等に無限のチャンスがある。何事

も自分次第，人に頼ることなく，自分で自らの人生を切り

拓いて欲しい，＇4（夢・信念を持って，努力し続けること

で，必ず夢は实現すると信じて頑張って欲しい，と話す。 

・ 学校外：＇1（地域の「家庭学習」の機会に授業開催を依

頼されて現地体験を伝えた。＇2（ジンバブエの野球振興・

交流を忚援する会「ジンバブエ野球会」の支援。＇3（ニュ

ースレター「ジンバブエの風」への寄稿など。 

【還元・貢献活動における阻害・貢献要因】 
・ 阻害要因：日本には，気持が暗くなるようなニュースを取

り上げる傾向が強い。精神的に成長段階にある子供たち

にとって悪い影響をもたらすのでは。 

・ 貢献要因：帰国後は講師だったが，後に教員採用の国

際貢献枞ができ，教諭として採用された。 

【提案・要望】 
・ 何らかのボランテアをやってみたいという人は意外に多い

のではないかと思う。何かの“きっかけ”が重要で，そのき

っかけづくりとして，経験者が経験して感じた事などを発

信していく事は大切かと思う。「百聞は一見に如かず」感

性豊かな子供たちを实際に途上国に連れて行けるような

制度や機会が増えると良いのではないか。人生の価値観

が変わる貴重な経験となるはず。 

 

 
写真：生徒たちが各自書いた個人目標や自己アピー

ルなどを定期的にクラス掲示 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 
写真：「ジンバブエ野球会」のニュースレター 

「ジンバブエの風」で活動支援を呼びかける。 

元関西学院大学附属高校野球部監督の伊藤益郎氏

の呼びかけにより，首都ハラレに野球場が設立。同時

に「ジンバブエ野球会」が発足し，支援活動始まる。 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 
【N.I.教諭による社会還元・貢献活動（概要）】 
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【表 9-19：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：K.F.教諭（1/2）】 

（京都府京都市／京都市立堀川高校／ジブティ派遣） 

【概要】 

■経験教員：K.F.教諭 

■派遣国：ジブティ＇平成 12 年度 1 次隊（ 

■職種：陸上競技 

■還元・貢献活動キーワード：バランス感覚を重

視した生徒指導，日々の教育实践への直接的・

間接的な経験の織り込み，陸上部指導 

■教育実践キーワード：コミュニケーション力の幅

の拡大，志の大切さ，言葉の大切さ，新しい視点

を生み出す手段としての外国語，経験の活かし

方の匙加減，バランス感覚，体当たりの指導，問

題解決に向けた臨機忚変な対忚，異文化対忚 

■備考：制度以前参加，「京都市表彰」受賞，京

都市国際貢献枞で教諭として採用に 

 

【参加動機】 
・ 出版業界で勤務 3 年が過ぎたころ，立ち寄った「協力

隊フェア」でスポーツ要請があることを知り，情報収集を

始め「クロスロード」に出会った。その後，職場を退職し

て参加。もともと人の成長や変化などにかかわることに

興味があり，学生時代に教職は取得していた。協力隊

派遣後に教員となる。 

【派遣中活動内容】 
・ 陸上競技のコーチとしてナショナルチームの選手を指

導。世界陸上パリ大会等にコーチとして引率。 

・ ジブティ陸連の組織運営。「国内選手権」は，施設も資

金も不足しており，運営もかなり杜撰であった。陸上競

技の指導のみならず，試合運営や，記録管理などの基

礎づくりに尽力。コーチや職員がつぎつぎと亡命すると

いう状況下で，ジブティ陸連は指導者不足が深刻であ

り，コーチ養成講習会なども開催。フランス人講師ととも

に指導にあたる。 

【派遣教員自身の変化】 
・ “コミュニケーション能力の幅の拡大”。現地では，およ

そ世の中で起こりうる大抵のことを経験したため，様々

な場面で問題解決に向けた，臨機忚変な対忚力が身

に付いた。つまり，自分自身の“引き出し”のバリエーシ

ョンが拡大した。特に異文化に起因する価値観の相違

からくる諸問題への対忚能力を体得できた。日本社会

において，これらの“引き出し”の多さをアピールせず，

必要な時にだけ引き出すような配慮にも心がけている。 

・ スポーツを通した人間形成の可能性を強く認識するとと

もに，教育の大切さを，身をもって経験した。 

・ “サムライ魂”，換言すれば“志”を堅持することの大切さ

を生徒たちに伝えられること。 

【派遣中の還元・貢献活動】 
・ 会社員の時，社外の活動として所属していた陸上競技

の「クラブチーム」＇川崎市（に，現地の様子に関する原

稿「東アフリカ・ジブティ共和国より」を執筆。「クラブチ

ーム」に送った原稿がきっかけとなり，日本の古いシュ

ーズや衣類がジブティに送られてきた。 

・ そのほか，「ジブティ国際ハーフマラソン」に日本人選

手 1 名を招聘。「長野マラソン」にジブティ人の招待選

手を連れて日本に行くなど。 

 

 

 

 
写真：フランス人講師とともにコーチ養成講習会の開催 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：エチオピア遠征 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：世界陸上パリ大会への参加 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：陸上競技クラブチームと連携した 

シューズなどスポーツ用具の寄付活動 

【派遣中の還元・貢献活動】 
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【表 9-19（つづき）：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：K.F.教諭（2/2）】 

（京都府京都市／京都市立堀川高校／ジブティ派遣） 

 

【帰国後の還元・貢献活動】 
・ 学校（授業）：＇1（国語教員として，海外経験を直接語る

ことは尐ない。例えば，現代文の授業時，思想領域の

題材において，文化的な背景など現地体験があってこ

そ理解できることを語るようにしている。＇2（母国語以外

の言葉を習得することで，新たな視点を身につけること

ができるといった話を，経験に基づいて語れるようにな

った。＇3（授業の雰囲気や状況に忚じて臨機忚変に，

経験の活かし方の匙加減をしている。 

・ 学校（授業以外）：＇1（京都府教員＇帰国直後は京都府

採用，その後，京都市の国際貢献枞採用の第 1 号に（

の時には，「総合的な学習の時間」で話をした。＇2（陸

上部顧問として，部活動を通じての生徒指導にも尽

力。陸上部指導時は学業を奨励し，教审では文武両

道を奨励するなど，バランス感覚を大切にしている。 

・ 学校外：＇1（国際交流協会や小学校の国際理解教育

の場で話をすることもあるが，日常忙しく断らざるを得な

いことが多い。＇2（クロスロードへの寄稿 

【還元・貢献活動における阻害・貢献要因】 
・ 貢献要因：（1）現地では，麻薬に手を出した選手に，身

体を張って止める指導を行うこともあった。この“体当た

り”の指導は，帰国後日本で教師となった後，生徒指導

においても役立った。＇2（堀川高校はパイロット校＇スー

パーサイエンスハイスクールの第 1 期指定校（であり，

新しいことにチャレンジしやすい風土がある＇堀川高校

企画部の仕事として携わる，講演会運営など（。 

【提案・要望】 
・ 派遣現職教員を増やすことが，グローバルな視野で活

躍する人材を育てることに必ずしもつながるとは考えて

はいない。派遣隊員の選考段階で，バランス感覚を持

った人材を選んでいくことが大切だと考える。＇現職教

員を派遣するならば，協力隊経験を相対化できる者を

選考することが，より重要であると考える。（ 

 

 
写真：堀川高校陸上部での指導風景 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 
写真：堀川高校企画部開催のコミュニティ・カレッジ 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 

 
【K.F.教諭による社会還元・貢献活動（概要）】 
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【表 9-20：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：H.U.教諭（1/2）】 

（兵庫県芦屋市／芦屋市潮見幼稚園／ミクロネシア派遣） 

【概要】 

■経験教員：H.U.教諭 

■派遣国：ミクロネシア＇平成 18 年度 1 次隊（ 

■職種：幼児教育 

■還元・貢献活動キーワード：国旗かるたや国旗

の絵本を生かした国際理解教育，歌を通し様々

な世界の言葉との出会い 

■教育実践キーワード：総合プロデュース力，コ

ーディネート力，家族の大切さ，おおらかさ，マイ

ノリティ経験を生かした外国籍児童・保護者対

忚，身近ところからグローバルな世界観を 

 

【参加動機】 
・ 小中学生時のボーイスカウト，高校時のキャンプ・リー

ダーなどの経験を通じ，幼児教育の道を選ぶ。仕事の

傍ら，阪神・淡路大震災で被災した子どものメンタルケ

アや，芦屋市国際協力協会によるフィリピン・ピナツボ

火山噴火被害の復興支援活動にも積極的に参加。帰

国後もフィリピンスクールプロジェクトを立ち上げ，毎年

夏休みには現地へ訪問。これらの経験から，自分自身

のファシリテーターとしての力，幼児教育の専門性を活

かしていきたいという気持ちが制度参加につながる。 

【制度認識と対応】 
・ 幼稚園の現場は，ただでさえ忙しい状況であったが，

園長先生の理解と，好意的な対忚＇試験日が終業式と

重なったが休暇取得にて受験などの配慮（を得られた。 

【派遣中活動内容】 
・ 現地の幼稚園は，就学前教育の色が強く，遊びながら

学ぶという考え方がなかった。そこで，文化的な背景や

人々の性格などをふまえて，尐しずつ实践によって伝

えていった。また，現地の人々は，知識をただ暗記する

学び方をしていたが，实際に生活の場にある具体的な

ものを使って，楽しくわかりやすく学ぶことを实践した。 

・ カウンターパートと一緒にハワイで行われた北太平洋

諸国の「教育会議」にて発表。他国の教育事情を知ると

ともに，自分の授業の有効性をポンペイの人達に知っ

てもらい，カウンターパートと信頼関係を深めた。またミ

クロネシア初の幼稚園の公開授業を町で行った。 

・ “個人プレー”をやめ，“総合プロデュース力”を意識し，

隊員が協力して活躍できる場づくりをおこなった。 

【派遣教員自身の変化】 
・ 日本にはない单の人々の素晴らしさ＇家族を大切にす

る文化や，物事をおおらかに包み込む文化，懐深く人

を受け入れる文化（に触れ，帰国後，家族をいたわり，

ひとびととのつながりを大切にするようになった。 

・ 教材開発など，日本の教育の素晴らしさに気付いた。 

・ 派遣経験により得た，“ものごとをコーディネートしていく

力”，“総合的なプロデュース力”，そして“おおらかさ”

が，帰国後の日々の諸活動の中で活かされている。 

・ 文化の違いやマイノリティの人の気持ちがよくわかるよう

になったこともよかった。たとえば，困った時に助けてく

れる友人をつくることを教えたりしている。 

【派遣中の還元・貢献活動】 
・ 現地に，鳴門教育大学の先生が来てくださり，いっしょ

に現地の大学で学ぶ機会などを持った。 

 

 

 
写真：デコレーションが好きな現地の人々の特徴を 

生かして数字やアルファベットを覚える工夫 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：遊びの中に数字を取り入れる 

数を数えながらうんていを進む児童 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：コロニア・ワークショップ（公開クラス） 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：ポンペイ初の幼稚園の公開授業 

【派遣中のボランティア活動】 
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【表 9-20（つづき）：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：H.U.教諭（2/2）】 

（兵庫県芦屋市／芦屋市潮見幼稚園／ミクロネシア派遣） 

 

【帰国後の還元・貢献活動】 
・ 学校（授業）：＇1（幼稚園児にミクロネシアの話＇45 分授

業（を行った。子どもたちにとってミクロネシアという国が

とても身近に感じられるようになっている。＇2（自分の好

きな国旗を描き，運動会で飾った。この活動を通じ，さ

まざまな国の国旗が載っている絵本が大人気になり，さ

まざまな国を話をするようになる。＇3（「ともだち賛歌」と

いう歌の替え歌づくり＇普段の生活の中で，国際色を活

かして，身近なところから自然にグローバルなことへと視

野が広がるように工夫（。 

【還元・貢献活動における阻害・貢献要因】 
・ 貢献要因：＇1（園長先生の理解が大きい。＇2（派遣によ

る自分自身の変化とも重なるが，長いスパンで物事を

見られるようになったことや，総合的なプロデュース力も

貢献要因となっている。 

【提案・要望】 
・ 幼稚園は組織が小さく，たいてい 5，6 人の先生でひと

まとまりの組織となっていることが多い。そのため，現職

派遣で一人が抜けると周囲に負担が大きく，組織的

に，“出にくい”状況がある。フォロー体制が不可欠。 

・ 帰国後に，体験を発表する場などがあるとよい。 

・ 現在のところ，制度的に“保育園”は厚生労働省の管轄

で，現職参加はできないが，ぜひ参加できるようにすべ

き。小さい子どものうちから国際教育の土壌を準備する

ことができるというメリットに加え，省縦割りの領域が横に

つながるチャンスにもなる。 

・ 幼稚園は小学校と違って，毎日親が子どもを迎えに来

る。そこで子どもを通じた親同士のつながりがひろがっ

ていくため，幼児期にこそ現職派遣による還元がとても

大きな拡大の可能性を有している 

 

 
写真：ミクロネシアについての授業風景 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 
写真：クラスで大人気の国旗かるたや国旗の絵本 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 

 

 

 

 
【H.U.教諭による社会還元・貢献活動（概要）】 
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【表 9-21：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：H.O.教諭（1/2）】 

（兵庫県たつの市／たつの市立新宮中学校／マラウイ・パキスタン派遣） 

【概要】 

■経験教員：H.O.教諭 

■派遣国：マラウイ＇平成 6 年度 1 次隊（JOCV 

パキスタン＇平成 18 年度 2 次隊（SV 

■職種：理数科教師＇JOCV（,理科教育＇ＳＶ（ 

■還元・貢献活動キーワード：「マラウイだより」，

「ラホールだより」の送付，道徳教育，ALT との連

携授業，生徒指導，出前授業，学級通信，人権

学習，国際理解教育，理科の实験公開授業 

■教育実践キーワード：命の大切さ，自然との接

点，人権学習，生物教材の収集と研究，ルール

の根拠と自己選択，实験教材・教具の開発 

 

【参加動機】 
・ 日本の教育そのものを海外から見つめなおしたくなっ

たことが直接の動機。 

・ 大学の同期が JICA 職員であり，派遣経験のある友人

がいたため，JOCV についてはよく知っていた。 

【制度認識と対応】 
・ 友人からの情報で制度を知り参加希望を伝えたが，制

度についてはだれも知らなかった。合格通知が来た後

に同僚に話したが，特別反忚はなかった。派遣時期と

しては，3 年生を卒業させるタイミングでちょうどよかっ

た。 

【派遣中活動内容】 
・ マラウイ派遣時：＇1（理科教師として授業を行った。1 ク

ラス 5 冊しか教科書がなく，教師は教科書の要約を黒

板に書いて，生徒がそれを板書するというのが既存の

授業スタイルだった。＇2（「マラウイ理数科教師部会」で

は，マラウイ国内における理数科教師間の情報交換，

研修，研究授業会などを行った。また，300 万円の資金

援助が得られ，現地に校舎もたてた。 

・ パキスタン派遣時：＇1（小学生の理科实験の公開授業

＇研究授業会（。現地の大学の先生のプライドを傷つけ

ない形で，实験を取り入れた授業实践に取り組んだ。

＇2（「理科教育部会」をつくり，学習指導案に基づいた

理科の公開研究授業を实施。＇3（理科实験のための教

材開発を行った。この内容が認められ，製本された。

＇4（理科实験 HP を開設した。 

【派遣教員自身の変化】 
・ マラウイ派遣を通じて：＇1（時間を守り集団として行動

できる日本人は，そのような“教えを受けてきているか

ら”なのだということに気付き，日本の教育制度を实感し

た。＇2（今日の日本は自然との接点が尐なく，不安を感

じるようになった。 

・ パキスタン派遣を通じて：インターネットの普及によって

情報が豊富に入ってくるようになったが，その情報が实

は偏ったものであることに気が付いた。 

【派遣中の還元・貢献活動】 
・ マラウイ派遣時：現地の異文化体験や活動の様子など

をつづった「マラウイだより」を書き，プリントして在籍校

＇龍野西中学校（に郵送していた。滞在中の原稿は総

数 120 枚。最終的には 40 部プリントし，40 通を郵送。 

・ パキスタン派遣時：「ラホールだより」を作成し，定期的

に日本に送付していた。 

 

 

 
写真：マラウイでの授業風景 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：マラウイからのニュースレター「マラウイだより」 

【派遣中の還元・貢献活動】 

 
写真：パキスタン理科実験教材の開発 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：パキスタン・JOCV が活動する養護学校での 

サイエンスショー 

【派遣中のボランティア活動】 
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【表 9-21（つづき）：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：H.O.教諭（2/2）】 

（兵庫県たつの市／たつの市立新宮中学校／マラウイ・パキスタン派遣） 

 

【帰国後の還元・貢献活動】 
・ 学校（授業）：マラウイからの帰国後：＇1（選択授業で，鶏を

殺めて食べるという授業を行い，命を食べている感覚や，

食べ物への感謝の気持ちを取り戻すことを实践。＇2（道徳

授業で，テロ攻撃事件についてALTを巻き込んで，共に考

える授業の实施。 

パキスタンからの帰国後：「サイエンス・ショー」という理科の

实験公開授業を，ALT を巻き込んで实践＇ALT の活躍の

場づくり（。 

・ 学校（授業以外）：生徒指導で，校内ルールの根拠につい

て説明し，ルール遵守の自己決定の幅を提供。 

・ 学校外：＇1（教員ではない人を多く巻き込んだ「出前授業」

の实践を行っている。＇2（時々JICA からの講演依頼を受け

て，人権学習の講演を行ったり，イスラムの女性の話などを

して異文化理解について講演。マラウイからの帰国後：

「学級通信SANU」を発行。マラウィでの体験談をもとに，学

校生活の中のルールについての考えやメッセージを書きつ

づり，毎週 1回学級通信として配布。1年間の学級通信を 1

冊に。パキスタンからの帰国後：「第 53 次揖龍小・中学校

教育研究会」，「食べる生物の選択授業，選択理科 1 年間

の取組」，「第 55 次兵庫県教育研究集会」での研究報告。

「生物教材の収集と研究」，など 

【還元・貢献活動における阻害・貢献要因】 
・ 阻害要因：理科教師として活躍したいが，实際には自分自

身のエネルギーの 9 割が生徒指導に費やされ，本来の専

門の理科教育に費やすことができない。 

・ 貢献要因：インターネットの力。情報交換できるシステムや

ネットワークを構築すること。 

【提案・要望】 
・ この制度を活用して，とにかくもっとたくさん教師を海外に

出してほしい。学校の教員は均質的。本来いろいろな個性

の人々がいるべき。 

 

 
写真：ALT と行うサイエンス・ショー 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 
写真：鳥の解体レポートの作成 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 

 
【H.O.教諭による社会還元・貢献活動（概要）】 
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【表 9-22：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：Y.K.教諭（1/2）】 

（東京都武蔵野市／武蔵野市立第三中学校／ハンガリー派遣） 

【概要】 

■経験教員：Y.K.教諭 

■派遣国：ハンガリー＇平成 13 年度 2 次隊（ 

■職種：日本語教師 

■還元・貢献活動キーワード：日本語関連研究

会合での報告・交流＇派遣中（，日本語指導，比

較エッセイ 

■教育実践キーワード：日本語習得プロセスの体

験に基づく日本での指導の幅の向上，日本語の

面白さ，多様な言語習得に基づく独自の教授法

の改善，「外からみた日本語」 

■備考：派遣後に国語教諭になる。 

 

【参加動機】 

・ 日本で日本語教師をしていたが，海外で教えて，自分

の教授法がどれくらいの効果があるのかを試したくなっ

た。そして，派遣後に日本で活かしたいと思った。 

・ そのため，海外で教えるために日本語教師としての資

格を取得し，さらに大学院に進学し専門的な知識も得

たのち JOCV 派遣。 

【派遣中活動内容】 
・ 配属先のデブレツェン大学の，語学コースの講師として

1 日約 3 コマ＇1 コマ 90 分（の日本語の授業を行った。

授業は絵やカードを使ったりしながら，コミュニカティブ

な直接法によって指導した。ハンガリー日本語教師会・

ヨーロッパ日本語教師会共催の第 7回「ヨーロッパ日本

語教育シンポジウム」にて，「日本語教育に於ける副詞

の指導法について」を報告。 

【派遣教員自身の変化】 
・ 茶道などの日本文化や日本料理に興味が出てきた。

特に日本の食文化の豊かさを認識した。 

・ 言葉が通じなくても何度も質問したり，意見を闘わせた

り，くじけない勇気や強さが出てきた。細かいことにこだ

わらなくなり，幅が生まれた。 

・ 帰国後に国語教員になったが，派遣中に日本語の面

白さに気付いて，日本人にもっとこの面白さに気付いて

もらいたいと思うようになった。 

・ 派遣体験によって，外から見た日本語，母国語を日本

語としない人々にとっての日本語習得のプロセスなどを

体験することで，日本語の指導の幅が広がった。 

・ 日本語に限らず，英語など，広く語学を習得するうえで

の問題点に気づき，既存の一般的な教授法に依るの

ではなく，独自の改善や工夫を实践できること。 

【派遣中の還元・貢献活動】 
・ 大学院の恩師と連絡を取り，デブレツェン大学でのシン

ポジウム＇ヨーロッパ日本語教育シンポジウム（の際に，

先生が院生を連れてハンガリーに来られて交流。 

・ 現地では日本語教育に関する教材が不足しているた

め，国際交流基金に申し込み，関連テキストを購入。 

・ 日本文化紹介の日＇イベント（の開催。＇現地では文化

的な関心が高く，日本文化も人気があり，日本文化紹

介の日は代々JOCV 日本語講師により開催されていた

もの。（ 

 

 

 

 

 
写真：デブレツェン大学「日本の日」の 

イベントが新聞に掲載 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：写真：デブレツェン大学「日本の日」 

国際理解プログラムの実施 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：写真：デブレツェン大学「日本の日」 

（茶道の様子）【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：「ヨーロッパ日本語教育シンポジウム」での 

研究報告【派遣中の還元・貢献活動】 
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【表 9-22（つづき）：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：Y.K.教諭（2/2）】 

（東京都武蔵野市／武蔵野市立第三中学校／ハンガリー派遣） 

 

【帰国後の還元・貢献活動】 
・ 学校（授業）：国語の授業の中で，外国語と日本語の比

較したエッセイを教材として扱う際，派遣経験で得た

“外から見た日本語”について説明できたり，母国語を

日本語としない人々にとっての日本語習得のプロセス

などから得たことを日本の授業に生かしたりしている。 

・ 学校外：（1）JOCV 関東ネットワークなどへの積極的参

加。＇2（職場体験实習活動をとおしたコミュニケーション

活動。＇3（地域住民を巻き込んだクリスマス会の開催 

【還元・貢献活動における阻害・貢献要因】 
・ 阻害要因：＇1（総合学習の時間など，派遣経験を活か

す可能性が高い場も，学校全体でおおむねテーマ設

定がなされるなど，自由な幅が尐ない。＇2（時間数がタ

イトすぎるため，生徒に時間を気にせずに発表させる機

会を設けることができない。日本のカリキュラムそのもの

に余裕がない。＇3（外国人の児童や，日本国籍でも日

本語ができない子供たちへの日本語教育の機会が，

日本の教育現場のカリキュラムに組み込まれていない。 

【提案・要望】 
・ 外国人の児童や，日本国籍でも日本語ができない子

供たちへの日本語教育の機会の提供。対象者にあっ

た教授法，カリキュラム，教材，それらを活かせる指導

者が必要。本来言語は毎日，最低でも週 3 回はレッス

ンが必要。 

 

 
写真：地域住民を巻き込んだクリスマス会の開催 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 

 
写真：職場体験の実習活動を通した 

コミュニケーション活動 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 

 

 

 

 

 
【Y.K.教諭による社会還元・貢献活動（概要）】 
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【表 9-23：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：A.N.教諭（1/2）】 

（東京都江戸川区／江戸川区立一之江第二小学校／ベトナム派遣） 

【概要】 

■経験教員：A.N.教諭 

■派遣国：ベトナム＇平成 17 年度 1 次隊（ 

■職種：青尐年活動 

■還元・貢献活動キーワード：「ベトナム通信」，ホ

イアンの祭りでの折りヅルの共同壁画制作，国際

理解教育/開発教育，平和教育，共同壁画制作

と国際交流，英語教育 

■教育実践キーワード：日本の常識・世界の非常

識，教師が身につける生きる力，図工・美術教育

を通した道徳活動＇もしも魔法がつかえたら（ 

 

【参加動機】 
・ 中学教員になってから，タイ農村のワークキャンプへの

参加がきっかけとなり，異文化に興味がわく。その後，

バングラデシュの識字教育に関するスタディ・ツアーに

参加。JOCV 経験者と出会い，協力隊に関心をもつ。 

【制度認識と対応】 
・ 制度に関する新聞記事を読む。教員経験 5年目以上と

いう都の要件を満たすべく，6年目に希望申請。職場の

管理職は協力的ですぐに推薦書を書いてくれた。 

・ 管理職の寛大な配慮で無事にベトナム派遣。ただ，人

事のため，出発直前まで話さなかった。 

【派遣中活動内容】 
・ 「チルドレンズパレス」＇ハノイ市人民委員会の「日本語

クラブ」を担当し，小中高校生を対象に日本文化の紹

介や日本語指導にあたる。配属先では，カードゲーム

でひらがなを教えたり，折り紙・鯉のぼりをつくったり，ひ

な祭りのイベントなど国際交流活動を推進。 

・ 時間を見つけて，「平和村」という枯葉剤の被害児が学

ぶ施設や，「SOS 村」という児童養護施設，孤児院＇菩

提寺（，障害者訓練施設などにでかけ，子どもたちと遊

んだり，歩行訓練の支援，日本語を教えたりした。ま

た，「ドンロ 2 小学校」では数回，図工の授業も行った。 

【派遣教員自身の変化】 
・ 指示を受けたことだけやるのではなく，自分から役に立

てることを探すという習慣と積極性が身に付いた。 

・ 日本の常識が必ずしも世界の常識ではなく，必ずしも

正しいものではないということを体験し，寛容になった。 

・ ベトナムで学んだことを，体験にとどめておくのではな

く，日本の教育現場で活かしたいと思うようになった。 

・ 材料を無駄にせず，空き缶やペットボトルでも美しい作

品ができることを意識的に实践できるようになった。 

・ 日本の図工教育が，発想力を伸ばす教育だと気づい

た。 

・ 途上国での体験を通じて生きる力が身に付いたこと

が，教師として，“生きる力”を教えることにつながる。子

どもたちは，言葉よりも“後ろ姿”を見ることで育つ。 

【派遣中の還元・貢献活動】 
・ 「ベトナム通信」＇全 11 号（を作成して前任校に送付，

ベトナムでの生活や文化，活動の様子などを伝えた。

在籍校の同僚教員が学校廊下に張り出した。 

・ 「ホイアンの祭り」では，ベトナムと日本の子ども＇前任校

の協力（が折った 2500 羽づつ折りヅルで壁画を作成。 

・ そのほか，JICA-net を通じ，埻玉県草加中学校生徒と

手紙・絵画交換や，日本の高校生のツアー受け入れ。 

 

 
写真：チルドレンズパレス（日本語クラブ）で 

日本文化を指導（書道）【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：枯葉剤の被害を受けた子どもたちの施設 

「平和村」で歌を歌う子どもたち 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：日本の前任校に送付した「ベトナム通信」 

【派遣中の還元・貢献活動】 

 
写真：ベトナムと日本の子どもたちが折った 

折りヅルで制作した壁画【派遣中の還元・貢献活動】 
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【表 9-23（つづき）：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：A.N.教諭（2/2）】 

（東京都江戸川区／江戸川区立一之江第二小学校／ベトナム派遣） 

 

【帰国後の還元・貢献活動】 
・ 学校（授業）：（1）「アートマイルプロジェクト」において，

ベトナム・日本両国の共同壁画制作による国際交流に

取り組む＇6 年生図工時間（。＇2（「アートマイルプロジェ

クト」において，フロリダの小学校と「平和」をテーマに壁

画制作による国際的交流を实施。英語授業の一環とし

てビデオレターの交換を行う。英語圏とのプロジェクトを

通して，英語教育や平和教育，国際理解教育への拡

がりが見られた。＇3（ベトナムで「もしも魔法が使えた

ら？」というテーマで描いた絵画を，日本での図工教材

として使用。絵に表現されている家族の大切さや，貧し

い人への配慮などを通して，「幸せ」や「豊かさ」の道徳

的な学びにつなげている。 

・ 学校（授業以外）：学校の同僚の連携によるアートマイ

ルプロジェクトへの参画 

【還元・貢献活動における阻害・貢献要因】 

・ 貢献要因：「壁画制作による国際的交流」が評価された

ため，在籍校では理解が得られるようになってきた。 

【提案・要望】 
・ 広報の内容に関する情報伝達が不十分な状況を改善

してほしい。制度自体を知るためのきっかけが必要。 

・ 人事の際に協力隊・国際理解教育の实践の経験を考

慮してほしい。 

・ 経験教員の需要と供給のマッチングが必要。国際理解

教育など，経験教員の需要があるところもあるにもかか

わらず，一方で，経験を生かしたいという希望がきき入

れられない現状がある。 

 

 
写真：アートマイルプロジェクト 

日本とベトナム・壁画で国際交流（テーマは文化） 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 
写真：日本の図工の授業教材 

「もしも魔法が使えたら？」，「世界中を楽しく，平和で戦

争がないようにしたい」ベトナム SOS 村の 10 歳の女の

子による絵画【帰国後の還元・貢献活動】 

 

 

 

 
【A.N.教諭による社会還元・貢献活動（概要）】 
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【表 9-24：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：A.O.教諭（1/2）】 

（神奈川県相模原市／相模原市立上溝小学校／パラグアイ派遣） 

【概要】 

■経験教員：A.O.教諭 

■派遣国：パラグアイ＇平成 15 年度 1 次隊（ 

■職種：音楽教師 

■還元・貢献活動キーワード：児童への手紙＇壁

新聞（，児童どうしの文通活動，総合的学習の時

間を活用した音楽祭「单米スペシャル」，道徳の

授業，平和を願うミュージカルの脚本づくり，外国

語教育，アルパの演奏と国際理解教育 

■教育実践キーワード：多様な価値観の尊重，

日本の教育指導方法のレベルの高さ，経験の重

さと自信，世界と日本のつながり・かかわり，自己

表現の大切さ 

 

【参加動機】 
・ 大学院時代に旅行をしたときに，海外に滞在したいと

考えていた。その後，電車の中で青年海外協力隊の広

告を見つけ参加をしようと決意。教員 1年目から海外派

遣に興味を持っていたが，教職の経験を積むために勤

務を続け教員 8 年目にして参加。 

【制度認識と対応】 
・ 青年海外協力隊について自ら調べて見つけた。 

・ 学校長，教頭，同僚の先生ともに協力的であった。 

【派遣中活動内容】 
・ 教員養成校，幼稚園，小学校，中学校での指導 

・ 町中の音楽教師への音楽教育法の伝授 

・ 子どもたち＇希望者（へのキーボードのレッスン 

・ 大火災の被災者のため JICA の仲間たちと中心になっ

てチャリティーコンサートの实施。企画書を地域の音楽

団体に持ち込み地域を巻き込んだ。 

・ 音楽教材＇教科書（と CD の作成。 

【派遣教員自身の変化】 
・ 世界各国どこにいっても「うれしいことはうれしい」ことや

「音楽は言葉が違っても通じる」ことを認識できた。 

・ 他人が動かなくても自分の考えを押しつけないようにし

て，その人の考えを尊重するようになった。 

・ 世界が身近に感じられ，つながりを感じられるようになっ

た。 

・ 形にならない財産＇経験（からくる自信をもてるようにな

った。 

・ 日本の教育は指導方法が確立されていると改めて良さ

を認識した。 

・ 人間関係の点で考えが違う人の意見を考え，認める事

ができるようになった。 

【派遣中の還元・貢献活動】 
・ 前任校の同僚の先生に協力してもらい児童へ手紙を

送っていた。生徒への手紙は壁新聞として廊下に掲示

された。 

・ 派遣国先での生徒と前任校の生徒との一対一での文

通活動。 

・ 前任校の児童会との連携による楽器の回収活動と寄

付活動。 

 

 

 

 
写真：日本のリコーダーの寄付により喜ぶ子どもたち 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：派遣国先での多様な楽器の指導 

【派遣中のボランティア活動】 

 
写真：日本（前任校）とパラグアイの児童どうしの文通 

【派遣中の還元・貢献活動】 

 
写真：総合学習の時間での音楽演奏 

（パラグアイ・ハープ：アルパ）の演奏風景 

【帰国後の還元・貢献活動】 
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【表 9-24（つづき）：JOCV 海外教育経験教員の取組事例：A.O.教諭（2/2）】 

（神奈川県相模原市／相模原市立上溝小学校／パラグアイ派遣） 

 

【帰国後の還元・貢献活動】 
・ 学校（授業）：＇1（総合的な学習の時間を利用し音楽祭

「单米スペシャル」を企画。＇2（「音楽を通したメッセー

ジ」として，総合的な学習の時間に「We are the world」

を主題曲とした平和のためのミュージカル脚本作り。

＇3（道徳の時間の中で「国際理解教育」の授業展開。 

・ 学校（授業以外）：＇1（担当クラスのあいさつを 10 カ国

以上の言語でするなど，日常での外国語の導入。＇2（

朝会などでのパラグアイ・ハープ＇アルパ（演奏。＇3（学

校職員へのパラグアイの文化と教育事情の紹介。 

・ 学校外：＇1（教員研究会での発表。＇2（政党本部での

現職隊員派遣の实践報告。＇3（筑波大付属小との連

携による帰国後教員としての教育实践活動の展開。

＇4（教育関連雑誌への寄稿。 

【還元・貢献活動における阻害・貢献要因】 
・ 阻害要因：＇1（忙しい教育現場。＇帰国当初はどこまで

自分の経験をアピールして良いのか具体的に分からな

かった（＇2（時間調整の難しさ。＇体験を他校にも伝えた

いと考えたが，授業があるときには出張しづらいことや

時数の都合で時間がとれないという現状がある（ 

・ 貢献要因：＇1（校長など学校関係者の理解。＇経験を生

かした朝会での紹介や授業を展開することができた（

＇3（人事的配慮。＇総合的な学習の主任や外国語教育

の主任，国際理解教育の主任になり，他の教員に経験

を広げる機会を持ちやすかった（ 

【提案・要望】 
・ 他国籍の生徒が多い学校への人事的配慮。 

・ 学校全体で国際協力の授業ができる場と雰囲気作り。 

・ 国際的視野を持った授業の推進。 

 

 
写真：国際理解教育の授業風景 

（ニャンドウティドレスを着た A.O,教諭） 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 

 

 
写真：音楽祭「南米スペシャル」の発表風景 

【帰国後の還元・貢献活動】 

 

 

 

 

 

 
【A.O.教諭による社会還元・貢献活動（概要）】 
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